
 

毎日の学校生活を大切にしましょう！ 

３年生の皆さんはここまで良いスタートを切って、落ち着いた学校生活が送れていますね。さて大石

中学校では高校の先生の来校があったり、説明会・パンフレットの案内が届いたりと進路に関わること

が次々とやってきています。もうすでにスタートしているんだなというのを肌で感じています。皆さん

も『もう始まっているんだ』という意識をもって進路実現に向けてアンテナを高くしていきましょう。

今回の自彊では進路決定に向けて今取り組むべき５つのポイントをお伝えします。 

１ 今取り組むべきポイント 

① 毎日の授業に真剣に取り組む 

受験勉強は特別な勉強ではありません。日々の授業での「わかる」「できる」の積み重ねの先に学

力は身に付くものです。授業の宿題や予習･復習、基本の定着の先に発展や応用があります。学校生

活を大切にしていきましょう。 

② 勉強の習慣をつける 

受験勉強で必要なものは「勉強の質」と「学習量」です。まだまだ部活動も忙しい毎日ですが、必

ず毎日机に向かう時間を作ることが必要です。２学期以降の勉強時間の目安は、平日３時間、休日５

～６時間です。その数値に近づくように、１学期から準備を進めていきましょう。 

③ 復習を大切に 

授業では「わかった」気がするのにテストになるとわからない…。なんていうことはないでしょう

か？それは学習が定着していないことが原因です。人は何かを学んだとき 67％を一日後には忘れてし

まうと言われています。だからこそその日学習したことをその日のうちに復習することが必要になり

ます。その日学習して「わかった」ことをこれからも「わかる」ことに変えるには復習が必要です。

またその都度、分からなかったことを明確にして、繰り返し分かるまで取り組みましょう。 

④ 高校について調べる 

志望校の選定にあたり、自分の志望校となる高校について知らなくては受験の成功に繋がりませ

ん。まずは、自分がどんな高校生活を送っていきたいのか、理想を明確にし、「高校生になった自

分」のイメージを作ってください。そして、様々な高校を調べてください。その中で、進学したいと

思える高校に出会えるはずです。今年度はコロナウイルス感染症対策による制限は少ないと思われま

すが、早めに動くことはとても大切です。予約の必要な場合が多いので、興味のある学校は各自、事

前に HP 等で学校説明会や体験入学等の日程を調べて、どんどん参加しましょう。 

⑤ 保護者や先生に相談をする 

進路実現に向けては保護者や先生と話し合うことがとても大切になります。みなさん、保護者と進

路についての話はしているでしょうか？先生方は家庭で考えが共有されていることが前提でアドバイ

スを行います。保護者とは必ず話し合いをして考えの共有をしてください。受験に向けて不安を抱え

ずに進路の決定を迎えられる人はほとんどいません。悩んだり、迷ったりすることがあったら遠慮な

く保護者の方や先生方に相談をしてください。人生の先輩に意見を求めることも、問題の解決や悩み

の緩和に繋がります。不安なことや悩んでしまうことがあったら、遠慮なく相談してください。 
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２ 今すぐ高校の HP を見て情報を収集しよう！ 

高校について考えるのは「部活動を引退してから」「夏休みになってから」と考えている人はいませ

んか？実は高校によってはすでに学校説明会の予約が開始されていたり、案内を出したりしている学校

があります。中にはもうすでに１回目のものが締め切られている学校もあります。大石中学校でも届い

た案内はすぐに進路コーナーの掲示などで知らせますが、全ての案内が届くわけではありません。自分

でホームページを見て情報収集をするのが基本となります。全てではありませんが説明会は申し込みが

必要なものがあり、高校のホームページから申し込みを行うものが多いようです。 

 

上尾高校の例（参考サイト https://ageo-h.spec.ed.jp/%E4%B8%AD%E5%AD%A6%E7%94%9F%E5%90%91%E3%81%91%E6%83%85%E5%A0%B1） 

 

 

１か月前から予約を開始し

ていますね。 

もうすでに申し込みが終わ

っている！？ 


